
4
月
号
 

4
月
号
 

2
0
0
5
 

N
o
.4
4
9

2
0
0
5
 

N
o
.4
4
9

斎
王
ま
つ
り
配
役
選
考
会
 

（
関
連
記
事

（
関
連
記
事
 1
2
ペ
ー
ジ
）

ペ
ー
ジ
）
 

斎
王
ま
つ
り
配
役
選
考
会
 

（
関
連
記
事
 1
2
ペ
ー
ジ
）
 



2

平成平成1717年度予算年度予算
総額総額118118億億8,0908,090万円万円

「安心・安全・緊急性」を基準に
福祉施策、下水道整備事業などを推進

町
長
提
案
説
明
か
ら
抜
粋

地
方
に
と
っ
て
今
世
紀
最
大
の

改
革
で
あ
る
地
方
分
権
は
、
ま
さ

し
く
市
町
村
合
併
が
根
幹
と
な
り

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
議
員

の
皆
さ
ん
に
は
、
３
年
有
余
の
間

こ
の
合
併
に
大
変
な
時
間
と
労

力
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
決
断
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は

残
念
の
極
み
で
あ
り
、
私
の
力
不

足
で
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
日
の
社
会
情
勢
を
考
え
ま
す

と
、
自
立
の
道
は
極
め
て
厳
し
く

い
ば
ら
の
道
を
覚
悟
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
が
、
町
創
設
以
来
の

数
多
く
の
先
輩
の
皆
さ
ん
が
築
い

て
こ
ら
れ
た
歴
史
と
伝
統
を
承
継

し
、
安
定
的
な
行
財
政
運
営
が
執

行
で
き
る
強
靱

き
ょ
う
じ
ん

で
足
腰
の
強
い
新

た
な
明
和
町
を
構
築
す
る
こ
と

が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
で
は
構
造
改
革
な
く

し
て
日
本
の
再
生
は
な
い
と
い
う

基
本
方
針
の
下
、
平
成
17
年
度
予

算
で
は
歳
出
の
無
駄
を
削
り
、
聖

域
な
き
改
革
を
進
め
る
と
の
考
え

で
す
。

と
り
わ
け
地
方
財
政
に
多
大
な

影
響
が
あ
る
三
位
一
体
の
改
革

は
、
国
庫
補
助
金
改
革
、
税
源
移

譲
、
地
方
交
付
税
を
同
時
に
改
革

す
る
と
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
交

付
税
は
辛
う
じ
て
昨
年
と
ほ
ぼ
同

額
で
確
保
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成

19
年
度
以
降
は
現
状
の
交
付
額
が

担
保
さ
れ
ず
見
通
し
が
立
た
な
い

状
況
で
す
。
ま
た
、
補
助
金
改
革

は
、
税
源
移
譲
と
の
関
連
も
あ
り

ま
す
が
、
経
常
的
な
国
庫
補
助
金

の
削
減
が
大
き
く
、
地
方
に
と
っ

て
こ
の
上
な
い
厳
し
い
改
革
と
な

っ
て
お
り
、
合
併
す
る
、
し
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
自
治
体
は

か
つ
て
な
い
財
政
の
緊
急
事
態
に

陥
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
で
あ

る
「
個
性
豊
か
な
快
適
で
活
力
あ

る
歴
史
と
文
化
と
み
ど
り
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
実
現
に
は
健
全
な
財

政
運
営
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

将
来
を
見
す
え
た
財
源
の
確
保
、

歳
出
の
抑
制
を
い
か
に
進
め
て
い

く
か
が
ま
ち
づ
く
り
の
か
ぎ
を
握

る
と
申
し
上
げ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

将
来
を
見
す
え
た

財
源
確
保
と
歳
出
抑
制

本
年
は
行
財
政
改
革
の

始
ま
り
の
年

本
年
は
改
め
て
明
和
町
の
行
財

政
改
革
元
年
で
あ
る
こ
と
を
念
頭

に
置
き
、
さ
ら
に
地
方
分
権
を
推

進
す
る
中
で
、
従
来
は
経
済
的
満

足
を
追
い
求
め
る
時
代
で
あ
っ
た

の
が
、
今
日
で
は
生
活
の
質
や
自

己
実
現
、
社
会
貢
献
を
求
め
る
方

向
へ
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
も

考
慮
し
、
行
財
政
の
あ
ら
ゆ
る
事

項
に
つ
い
て
改
革
の
断
行
を
進
め

る
考
え
で
す
。

昨
年
12
月
の
定
例
議
会
で
、
行

財
政
改
革
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
中
身

の
濃
い
改
革
の
検
討
が
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
町
が
安
定
的
な
行
財

政
運
営
が
で
き
る
改
革
の
実
現
に

向
け
、
議
会
と
共
に
進
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
平
成
17

年
度
の
予
算
編
成
は
お
の
ず
と
大

幅
な
削
減
予
算
を
編
成
し
な
く
て

は
な
ら
ず
、
過
去
で
は
暫
定
予
算

編
成
時
以
来
の
縮
減
で
、
当
初
予

算
と
し
て
は
例
の
な
い
大
変
厳
し

い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
本
年
度
の
予
算
編
成
は
、

財
政
の
健
全
化
に
向
け
、
行
財
政

改
革
方
針
を
基
本
に
創
意
工
夫

し
、
財
源
確
保
と
歳
出
抑
制
の
施

策
を
実
行
し
ま
し
た
。

３
月
24
日
の
定
例
会
で
、
平
成
17
年
度
の
町
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
さ
ら
に
企
業
会
計
（
水
道
事
業
会
計
）
を
合
わ
せ
た
総
額
は
１
１
８
億
８
０
９
０

万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
額
に
対
し
て
８
・
６
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
公
営
住
宅
整
備
事
業
お
よ

び
地
方
特
定
道
路
整
備
事
業
（
明
和
中
央
線
拡
幅
）
の
減
が
主
な
要
因
で
す
。

本
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
各
種
施
策
の
実
現
に
向
け
第
４
次
総
合
計
画
後
期
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
つ

つ
、
重
点
事
業
に
つ
い
て
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
精
査
の
上
、
優
先
的
に
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
安
心
・
安
全
・
緊
急
性
」
を
基
準
に
福
祉
施
策
、
下
水
道
整
備
な
ど
の
推
進
を
考
慮
に
入
れ
、
事
務
事
業
の

厳
し
い
選
択
を
行
い
、
行
財
政
改
革
を
視
野
に
入
れ
た
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。
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ま
ち
づ
く
り
の

行
政
運
営
に
つ
い
て

公
平
で
開
か
れ
た
町
政
を
推
進

す
る
た
め
、
情
報
公
開
条
例
の
施

行
や
電
子
自
治
体
の
推
進
な
ど
高

度
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
や
L

G
ー
W
A
N
（
総
合
行
政
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
な
ど
の
本
格
稼
動
を
控

え
、
昨
年
は
町
の
情
報
に
関
す
る

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
実
施
手
順

を
策
定
し
、
電
子
化
に
対
す
る
個

人
情
報
の
保
護
を
確
立
し
ま
し

た
。
ま
た
、
個
人
情
報
の
不
正
な

取
り
扱
い
に
対
す
る
措
置
と
し

て
、
個
人
情
報
保
護
条
例
に
罰
則

規
定
を
設
け
る
こ
と
に
し
て
、
町

民
の
信
頼
に
こ
た
え
る
よ
う
徹
底

し
た
対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
の
一

環
と
し
て
、
明
和
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
今
ま
で
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
内
容
に
つ
い
て
、
多
く
の

人
々
か
ら
ご
提
案
、
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
を

十
分
反
映
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
初
め
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
く
人
た
ち
に
も
分

か
り
や
す
く
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
内
容
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
税
な
ど
の
滞
納
に
つ
い
て

は
、
毎
年
度
決
算
認
定
議
会
に
お

い
て
指
摘
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
税
の
滞
納
は
、
単
に
明
和

町
の
み
の
問
題
で
は
な
く
、
県
下

各
市
町
村
の
共
通
の
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
共
同
出
資
に
よ
る

「
三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
」

が
設
置
さ
れ
、
昨
年
か
ら
本
格
的

に
稼
働
し
て
い
ま
す
。

当
町
も
当
該
機
構
の
選
定
基
準

に
基
づ
き
、
町
で
対
応
し
き
れ
な

い
滞
納
分
12
件
を
送
付
し
、
破
産

宣
告
分
の
１
件
を
除
き
11
件
は
財

産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
を
実
施

し
、
分
納
あ
る
い
は
全
額
納
付
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
基
本
的

に
は
納
税
者
と
の
話
し
合
い
を
十

分
に
行
い
、
納
税
へ
の
理
解
を
求

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

悪
質
な
滞
納
に
つ
い
て
は
、
決
め

ら
れ
た
手
順
で
機
構
に
ゆ
だ
ね
る

な
ど
収
納
率
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

■町税の内訳 

固定資産税 
９億5,626万円 
（51.1％ 0.1％） 

固定資産税 
９億5,626万円 
（51.1％ 0.1％） 

軽自動車税 
4,548万４千円 
（2.4％ △2.1％） 

町民税（法人） 
１億1,498万５千円 
（6.1％ 27.0％） 市町村たばこ税 

１億2,554万６千円 
（6.7％ △2.9％） 

固定資産等所在市町村 
交付金および納付金 
91万９千円 
（0.1％ 30533.3％） 

町民税（個人） 
６億2,841万３千円 
（33.6％ △2.4％） 

町民税（個人） 
６億2,841万３千円 
（33.6％ △2.4％） 

※（　）内の数字左側は構成比、右側は伸び率を示しています。 

３
月
９
日
か
ら
24
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
は
、
一

般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計

の
補
正
予
算
を
は
じ
め
29
議
案
が

審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

補
正
予
算
な
ど

29
議
案
を
審
議（

７
件
）

●
公
平
委
員
会
な
ど
規
約
の
変
更

（
３
件
）

●
町
道
舗
装
の
認
定
（
１
件
）

●
平
成
16
年
度
補
正
予
算
（
８
会

計
）

●
平
成
17
年
度
新
年
度
予
算
（
10

会
計
）

■特別会計の予算規模 

特別会計 

　国民健康保険 15億9,260万円 (  1.6％減)

一般会計 58億円 ( 16.8％減)

総額 118億8,090万円 (  8.6％減)

　斎宮跡保存事業 3億1,610万円 ( 11.6％増)

　老人保健医療事業 17億5,190万円 (  3.7％増)

　簡易水道事業 1,360万円 (  1.5％増)

　住宅新築資金等貸付事業 　7,850万円 (  4.8％減)

　農業集落排水事業 6,730万円 ( 13.7％増)

　公共下水道事業 4億1,730万円 (  5.9％減)

　介護保険 12億1,290万円 (  8.9％増)

水道事業（企業会計）   6億3,070万円 ( 12.6％減)
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やすらぎと憩いに満ちた福祉と健康のまち

明和の里運営事業委託 1,200千円

福祉センター運営事業委託 4,000千円

社会福祉協議会補助 16,944千円

介護予防地域支え合い事業 11,983千円

在宅介護支援センター事業 18,076千円

障害者福祉計画策定 ★1,886千円

高齢者保健福祉計画策定 ★2,200千円

予防接種事業 32,491千円

放課後児童対策事業 28,220千円

母子保健事業 10,610千円

生涯スポーツ振興事業 3,100千円

町営体育施設改修 ★3,000千円

人権を大切にする心の通ったふれあいのまち

ふれあいプラザ管理 2,103千円

人権啓発事業 1,848千円

人権センター運営 29,493千円

教育集会所事業 3,812千円

人権教育推進市町村事業 1,294千円

市民活動サポートセンター助成 2,000千円

活力と発想と潤いに満ちた産業のまち

産地づくり推進事業交付金 10,000千円

水田土地利用活性化支援事業 9,000千円

農道舗装 6,000千円

県営湛水防除事業負担金 30,000千円

土地改良施設維持管理適正化事業 4,011千円

下御糸漁港地域水産物供給基盤整備事業 20,115千円

水産振興対策 2,146千円

新農業水利システム保全対策事業 ★26,473千円

水産振興対策施設整備補助 ★4,800千円

自然と調和した緑豊かな環境のまち

地震対策緊急整備事業 10,000千円

耐震診断調査委託 ★5,800千円

合併処理浄化槽設置整備事業補助 61,376千円

ごみ減量化対策 8,302千円

公害対策 6,063千円

旧美化センター整備測量設計等業務委託 500千円

松くい虫防除事業 665千円

緑化事業 1,110千円

道路橋りょう維持費 57,172千円

道路新設改良費 103,179千円

用途地域調査委託 ★4,400千円

太陽光発電システム設置補助 3,200千円

木造住宅耐震診断補助 1,500千円

消防防災対策事業 8,500千円

公営住宅整備事業 219,308千円

公共下水道事業管路建設 188,612千円

宮川流域下水道事業負担金 147,384千円

上水道管路情報管理システム構築 ★8,000千円

上水道老朽管更新事業 60,000千円

上水道拡張事業 42,000千円

知性と感性をはぐくむ教育と歴史と文化のまち

群馬県明和町交流事業 1,088千円

家庭教育子育て支援推進事業 1,249千円

外国青年招致事業 5,815千円

非常勤講師配置 2,464千円

社会教育推進事業 300千円

生涯学習事業 2,473千円

坂本古墳群整備事業 5,894千円

斎宮跡体験学習交付金 1,100千円

斎宮跡土地公有化事業 29,600千円

斎宮跡史跡内環境整備事業 8,200千円

＜小学校＞

安心安全対策フェンス整備事業 ★9,000千円

総合的な学習推進事業 1,500千円

＜中学校＞

総合的な学習推進事業 220千円

いきいき体験事業 291千円

新しい時代に対応した町政の運営

住民基本台帳ネットワークシステム 3,079千円

自主運行バス事業 20,066千円

三重地方税管理回収機構負担金 3,100千円

ホームページ更新業務委託 ★1,500千円

第４次明和町総合計画の施策大綱を基本にした本年度（一般会計）の主要事業
★印は新規事業です。



歳
出

歳
入
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普通建設事業費 
６億2,823万９千円 
（10.8％） 

人件費 
16億7,144万７千円 
（28.8％） 

扶助費 
４億1,320万９千円 
（7.1％） 

繰出金 
６億6,994万千円 
（11.6％） 

公債費 
７億5,964万６千円 
（13.1％） 

補助費など 
７億6,158万千円 
（13.1％） 

物件費 
８億5,345万１千円 
（14.7％） 

そのほか 
（0.3％） 

積立金 
予備費 

500万円 
1,000万円 

維持補修費 
2,748万８千円 
（0.5％） 

投資的 
経費 

消費的経費 

そのほか 

依
存
財
源 

自
主
財
源 

町税 
18億7,160万７千円 
（32.3％ 0.3％） 

国庫支出金 
２億9,465万４千円 
（5.1％ △19.4％） 

町債 ４億2,540万円 
（7.3％ △67.7％） 

地方交付税 
17億円 
（29.3％ 6.3％） 

地方交付税 
17億円 
（29.3％ 6.3％） 

寄付金 
50万３千円 
（0.0％ 0.0％） 

財産収入 
190万９千円 
（0.0％ 24.0％） 

繰越金 
２億2,000万円 
（3.8％ △45.0％） 

繰入金 
１億9,780万３千円 
（3.4％ △46.4％） 

使用料および手数料 
5,755万円 
（1.0％ △1.6％） 

諸収入 
5,769万５千円 
（1.0％ △41.7％） 

分担金および負担金 
１億428万３千円 
（1.8％ 6.2％） 

地方譲与税 
２億2,300万円 
（3.8％ 35.2％） 

県支出金 
２億8,228万６千円 
（4.9％ △5.7％） 

地方消費税交付金 
１億7,000万円 
（2.9％ 11.8％） 

利子割交付金 
900万円 
（0.2％ △10.0％） 

交通安全対策特別交付金 
280万円 
（0.1％ 3.7％） 

自動車取得税交付金 
１億円 
（1.7％ 11.1％） 

配当割交付金　400万円 
（0.1％ 300.0％） 

ゴルフ場利用税交付金 
750万円 
（0.1％ △16.7％） 

地方特例交付金 
7,000万円 
（1.2％ 7.7％） 

株式等譲渡所得割交付金 
１万円 
（0.0％ △99.0％） 

※（　）内の数字左側は構成比、右側は伸び率を示しています。 

一般会計 5858億円の中身億円の中身

●
用
語
の
解
説

【
自
主
財
源
と
依
存
財
源
】

自
主
財
源
と
は
、
町
税
や
使
用

料
・
手
数
料
、
寄
付
金
な
ど
、
町

が
自
主
的
に
収
入
す
る
財
源
。

依
存
財
源
は
、
国
や
県
の
意
思

決
定
に
基
づ
き
収
入
さ
れ
る
も
の

で
、
主
な
も
の
は
、
地
方
交
付

税
・
国
庫
支
出
金
・
地
方
債
な

ど
。
町
の
自
主
財
源
の
割
合
は
、

こ
こ
数
年
40
％
前
後
で
推
移
し
て

い
る
。

【
町
債
と
公
債
費
】

町
の
借
金
を
「
町
債
」
、
返
す

お
金
を
「
公
債
費
」
と
呼
ん
で
い

る
。
大
規
模
な
公
共
施
設
を
建
設

す
る
と
き
に
は
、
一
度
に
多
額
の

事
業
費
が
必
要
な
た
め
、
借
金
を

す
る
。

ま
た
、
幾
世
代
に
も
わ
た
っ
て

利
益
が
及
ぶ
公
共
施
設
な
ど
は
、

建
設
時
に
限
ら
ず
、
将
来
的
に
も

そ
の
費
用
を
公
平
に
負
担
し
て
も

ら
う
観
点
か
ら
、
町
債
を
財
源
と

す
る
。

【
投
資
的
経
費
と
消
費
的
経
費
】

投
資
的
経
費
と
は
、
支
出
が
資

本
形
成
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
、

普
通
建
設
事
業
費
が
代
表
的
な
も

の
。消

費
的
経
費
は
、
経
費
支
出
の

効
果
が
極
め
て
短
期
間
で
終
わ
る

も
の
で
、
人
件
費
や
物
件
費
な
ど
。
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中央公民館で２月21日、プリザーブドフ

ラワー講座が開催され20人が参加しました。

この講座は同館の臨時講座で、今流行して

いるフラワーアレンジメントをプリザーブド

フラワーで行ったものです。

ドライフラワーとは違い、生花を特殊な液

で処理したこの花は、風合いや軟らかさは生

花とあまり変わらず、長年保つことができま

す。

参加者はオアシスをつめた花器へ、丁寧に

花を挿しアレンジしていました。

プリザーブドフラワー講座

みいと会館で３月２日、親子で食に関心を

持ってもらおうと「手作りおやつ作りと食の

安全教室」が開かれ、双葉幼稚園児55人と

保護者たちが食について学びました。

主任児童委員の江　京子さんと助産師の中

村幸美さんが食について話した後、幼児らは

とうふだんごをまるめる手伝いなどをし、保

護者はコーンスープなどの作り方を教わりま

した。園長先生は「家庭でも添加物をなるべ

く使わないおやつ作りに、親子で挑戦しても

らえればと思います」と話していました。

親子でおやつ作り

斎宮歴史
博物館南

のふるさ
と広場で

２月20日
、「いつ

きの

みや梅ま
つり」が

開催され
、500人

の家族連
れが訪れ

ました。

この催し
は、斎宮

跡観光協
議会が主

催し、今
回が初め

ての

開催です
。

100本あ
まりの紅

白のウメ
が植えら

れた梅林
の前では

、十

二単（ひ
とえ）を

着た斎王
役や水干

などの平
安装束を

着た子

どもたち
のお披露

目や写真
撮影会が

あり、カ
メラマン

は熱心

にシャッ
ターを切

っていま
した。ま

た、同会
場では野

点・甘

酒、貝汁
などの振

る舞いや
地元特産

品の販売
などもあ

り、ウ

メの花を
見たり琴

の演奏を
聞いたり

して、来
場者はそ

れぞれ

にひと足
早い春を

楽しんで
いました

。

いつきの
みや梅ま

つりに5
00人



若いお母
さんたち

の交流の
場になれ

ばと、

２月18
日、明和

町市民活
動サポー

トセンタ

ーのする
する会員

に登録し
ている山

中さんが

ネイルア
ート教室

を同セン
ターで開

き、８人

が参加し
ました。

ネイルア
ートとは

、つめに
マニキュ

アやシ

ールなど
で細かな

装飾を施
すことの

総称です
。

この教室
では、つ

まようじ
や水性ペ

ンなど

身の回り
の物を使

って書く
ネイルア

ートを学

びました
。参加者

たちはつ
めに花や

果物など

の絵をか
き、お互

いに見せ
合ってい

ました。

ネイルア
ート教室

開催

総合体育館で３月10日、第47回明和中学

校の卒業証書授与式が行われ、230人が卒業

しました。

暖かい日差しの中、卒業生たちは制服に花

を飾って出席。会場では、卒業証書授与や記

念品授与、来賓祝辞、在校生送辞、卒業生答

辞などが厳粛に行われました。式が終わると、

卒業生は在校生や先生、保護者たちに拍手で

見送られ、会場を後にしました。中学校での

思い出を胸に、これからも頑張ってください。

中学校の卒業式

県営大仏山公園周辺で２月13日、健康ウ

オークが開催され、約100人が参加しました。

この催しは、町と明和町楽しく歩こう会の

主催で、国保事業の一環として年数回行われ

ているものです。

同公園を出発した参加者は、小俣町新村の

自然あふれる道を相合川に沿って北に歩く、

5.5㌔のコースを楽しく歩きました。

参加者は、「歩きやすいコースで楽しかっ

たわ。また友だちと歩きに来たいと思う」と

話していました。

健康ウオークに100人

いつき会館で２月19日、斎宮老人会女性

友の会（代表＝村野静代さん）の集会があり、

約60人が参加しました。

この女性友の会は「明るく（健康）仲よく

（親ぼく）助け合う（協力）」ことをモットー

に、気軽に出かけられる場を提供しようと、

月２回の集会を開いています。

この日は、「タタロチカ」などの曲に合わ

せて、輪になってフォークダンスを踊りまし

た。また、たまごを使った手芸などが、終始

和やかな雰囲気の中行われました。

斎宮老人会女性友の会

7



888

人権課 TEL52-7116・FAX52-7133
町人権センター TEL・FAX55-3052

学校教育課TEL52-7123・FAX52-7133
生涯教育課TEL52-7124・FAX52-7133

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

教
室

人権センター４月の講座案内

明
和
町
児
童
虐
待
等
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
を
設
置

■内容 「こども

をまもるパトロ

ール中」ステッ

カーを自転車や

車に張り付けた

り、散歩やジョ

ギング時に防犯

腕章（夜間使用可）を付けて、日常生活の

中で啓発活動を行う

■募集人数 40人～50人程度

■ボランティア期間 平成17年３月中旬から

１年間（毎年継続更新あり）

■申し込み 各小学校に設置の所定の用紙に

必要事項を記入の上、各小学校長に提出。

随時受け付け

※詳しくは、学校教育課（TEL52-7123）へ。

子どもを犯罪から守る
啓発活動の

ボランティア募集

町
人
権
セ
ン
タ
ー
で
２
月
23

日
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室
が
開

催
さ
れ
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
１
月
か
ら
５
回
の

連
続
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
体
験
の
参
加
者
は
、
先
生
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
回
を
重
ね
、

さ
ま
ざ
ま
な
技
法
を
学
び
、
コ
ー

ス
タ
ー
や
ひ
な
ま
つ
り
の
壁
飾
り

な
ど
の
大
作
を
完
成
さ
せ
ま
し

●革細工体験教室

簡単なコースターを作ります。皆さんの参加をお

待ちしています。

■とき ４月27日（水） 午後１時30分～午後３

時30分

■ところ 町人権センター料理教室

■参加費 600円（傷害保険料を含む）

■定員 10人（先着順）

■募集期間 ４月11日（月）～15日（金）の午前
８時30分～午後５時

※申し込み・詳しくは、町人権センターへ。

児
童
福
祉
法
と
「
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
の
防
止
お
よ
び
被
害
者
の

保
護
に
関
す
る
法
律
」
が
昨
年
改

正
さ
れ
、
市
町
村
へ
の
相
談
窓
口

や
児
童
虐
待
に
対
応
す
る
協
議
会

の
設
置
、
被
害
者
の
自
立
支
援
な

ど
の
法
制
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

明
和
町
で
も
児
童
虐
待
等
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
が
設
置
さ

れ
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

明
和
町
で
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
が
一
体
と
な
り
、
育
児
不
安

な
ど
を
抱
え
て
悩
ん
で
い
る
家
庭

を
早
期
に
発
見
し
、
支
援
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
近
所
に
「
気
に
な
る
な
あ
」

「
大
丈
夫
？
」
と
思
わ
れ
る
ご
家

庭
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
さ
さ
い
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ま
ず

は
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（

TEL
52
７

１
１
５
）
へ
。

ステッカー。

防犯腕章。

た
。
最
終
日
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、

作
品
に
ニ
ス
を
塗
り
な
が
ら
参
加

者
は
「
楽
し
か
っ
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
時
間
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
続

け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
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国
民
年
金
制
度
に
は
、
経
済
的
な

理
由
な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
と
き
、
申
請
に
よ
り
前
年
の
所
得

な
ど
が
基
準
以
下
の
場
合
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
、

万
が
一
の
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
、

将
来
の
老
齢
年
金
に
備
え
る
こ
と
が

で
き
る
安
心
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

放
置
し
て
お
く
と
、
万
が
一
の
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
、
将
来
の
老
齢
年

金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

役
場
町
民
課
保
険
年
金
係
で
相
談
ま

た
は
免
除
や
猶
予
の
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

国民年金保険料の
免除制度・納付猶予制度を
ご存じですか

～経済的な理由などで保険料納付が
困難なときは手続きを～

学
生
の
場
合
、
収
入
が
な
か
っ
た

り
、
少
な
か
っ
た
り
で
、
毎
月
１
万

３
５
８
０
円
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

そ
こ
で
前
年
の
所
得
が
一
定
基
準

（
１
１
８
万
円
以
下
）
の
政
令
で
定
め

る
学
生
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
在
学

期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
、
万
が
一
の
病
気
や
事
故
に
よ
る

障
害
基
礎
年
金
が
保
障
さ
れ
る
学
生

納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
年
金
手

帳
（
こ
れ
か
ら
20
歳
に
な
る
人
は
国

民
年
金
加
入
案
内
書
）、
学
生
証
の
写

し
（
ま
た
は
在
学
証
明
書
）
を
お
持

ち
の
上
、
役
場
町
民
課
保
険
年
金
係

で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
在
学
中
は
毎
年
申
請
が
必

要
で
す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新

た
に
平
成
17
年
４
月
以
降
も
学
生
納

付
特
例
制
度
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

５
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
町
民
課
保
険
年
金
係

（
TEL
52
７
１
１
４
）
へ
。

どんなとき 

免除・猶予 
の基準は 

老齢年金額 
には 

保険料は 全額免除 

申請者本人・配偶者お 
よび世帯主の所得による 

所得が少ない場合や退職などにより保険料の納付が困難な 
とき 

1/3月で 
計算※3

半額免除※1

2/3月で 
計算※3

申請免除 

全額免除 半額免除 

若年者納付猶予（４月から新たに 
できました） 

年金額の計算には算入されません 
※2・※3

納付が猶予されます 

30歳未満の学生でない若年層で申 
請者本人・配偶者の所得額による 

※1 半額保険料は４月から6,790円になります。※2 ただし、年金受給資 
格期間には含まれます。※3 10年以内であれば納付することができます。 

保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
の
種
類

が
広
が
り
ま
す

所
得
の
基
準
が

緩
和
さ
れ
ま
す

単身世 
帯の場合 

118万円 

57万円 

４月から 

68万円 

35万円 

現在 

半額免除 

全額免除 

４月から所得基準額が緩和 

国
民
年
金
保
険
料

の
学
生
納
付
特
例

制
度
に
つ
い
て

この検査は、保守点検（維持管理）・清掃

（汚泥の引き抜き）が確実に実施され、良好な

水質が得られているかどうかを確認する、年

１回の法定検査です。

４月から６月（７月以降になる場合もあり

ます）にかけて訪問日をご案内の上、検査員

がお伺いしますので、ぜひ検査を受けてくだ

さい。

点検・清掃・検査は、主旨・内容が異なり、

別の観点から行うもので、点検・清掃を行っ

ていても検査を受けることが法律上義務付け

られています。

※詳しくは、（ 社 ）三重県水質保全協会
（TEL059-226-0010）へ。

浄化槽の法定検査
【
10
ア
ー
ル
当
た
り
の
年
額
】

上
田
＝
１
万
５
０
０
０
円
（
圃ほ

場
整
備

田
）

中
田
＝
１
万
３
０
０
０
円
（
未
整
備
田
）

下
田
＝
１
万
円
（
低
収
穫
地
）

特
殊
田
（
施
設
園
芸
用
地
な
ど
）
＝
標

準
額
を
定
め
な
い

上
畑
＝
７
０
０
０
円

中
畑
＝
６
０
０
０
円

下
畑
＝
４
５
０
０
円

特
殊
畑
（
樹
園
地
な
ど
）
＝
標
準
額
を

定
め
な
い

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
貸
し
借
り
の
申
し
出
書
（
農

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業
利
用
権
設

定
申
出
書
）
の
提
出
締
め
切
り
日
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

３
月
末
公
告
分
＝
１
月
15
日
ま
で

10
月
末
公
告
分
＝
８
月
15
日
ま
で

※
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

（
TEL
52
７
１
４
９
）
へ
。

４
月
か
ら
標
準
小
作
料
を
改
訂

農
地
の
賃
貸
借
契
約
の
目
安
と
す
る
標
準
小
作
料
を
、
次
の
と

お
り
改
訂
し
ま
し
た
。
適
用
は
４
月
１
日
か
ら
で
す
。

 
広報めいわ　広報めいわ　2005年４月号年４月号 広報めいわ　2005年４月号 
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前
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

と
予
備
講
習
会

<
危
険
物
取
扱
者
試
験>

■
と
き

６
月
19
日
（
日
）

■
と
こ
ろ
　
三
重
中
京
大
学
（
旧
松

阪
大
学
）
（
松
阪
市
久
保
町
１
８

４
６
番
地
）

■
試
験
の
種
類

①
乙
種
第
四
類
②

丙
種

■
受
験
願
書
な
ど
の
交
付

松
阪
地

区
広
域
消
防
組
合
明
和
消
防
署
ほ

か
■
受
け
付
け

４
月
１
日
（
金
）
〜

13
日
（
水
）
に
、（
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
（
津
市
桜
橋
３

丁
目
４
４
６
ー
34
番
地
）
へ

※
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
（
TEL
０

５
９
ー
２
２
６
ー
８
９
３
０
）
へ
。

<

乙
種
第
四
類
予
備
講
習
会>

■
と
き

６
月
９
日
（
木
）

午
前

９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

松
阪
商
工
会
議
所
（
松

阪
市
若
葉
町
１
６
１
番
地
２
）

■
受
講
申
請
書
の
交
付

松
阪
地
区

広
域
消
防
組
合
明
和
消
防
署
ほ
か

■
受
け
付
け

５
月
16
日
（
月
）
〜

６
月
８
日
（
水
）
（
土
曜
・
日
曜

を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
）
に
、
同
組
合
消
防
本
部

予
防
課
（
松
阪
市
川
井
町
１
０
０

１
番
地
１
）
へ

※
詳
し
く
は
、
同
課
（

TEL
０
５
９
８

25
１
４
１
２
）
へ
。

家
族
や
同
僚
な
ど
が
万
が
一
の

と
き
、
救
命
の
手
助
け
が
で
き
る

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

４
月
29
日
（
祝
）

午

前
９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

松
阪
市
消
防
・
防
災

訓
練
セ
ン
タ
ー
内
（
松
阪
市
宮

町
１
６
４
番
地
１
）

■
講
習
内
容

①
傷
病
者
の
観
察

要
領
（
脈
拍
・
呼
吸
の
有
無
な

ど
）
②
心
配
蘇
生
（
そ
せ
い
）

法
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
人
工

呼
吸
）
③
大
出
血
時
の
止
血
法

（
生
命
に
か
か
わ
る
出
血
）

■
募
集
人
数

30
人

■
受
講
料

無
料

■
募
集
期
間

４
月
11
日
（
月
）

〜
20
日
（
水
）

■
申
し
込
み

受
講
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
明
和
消

防
署
ま
た
は
消
防
本
部
へ
提

出
。
ま
た
、
受
講
修
了
者
に
は
、

普
通
救
命
講
習
修
了
証
を
交
付

し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
明
和
消
防
署
（

TEL

52
５
６
０
０
）
ま
た
は
、
松
阪
地

区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
（

TEL

０
５
９
８
25
１
４
１
３
）
へ
。

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

防
災
訓
練
セ
ン
タ
ー
が

防
災
教
室
を
開
催

防
災
訓
練
セ
ン
タ
ー
は
松
阪
地

区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
に
所

属
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
「
防

災
意
識
の
普
及
と
啓
発
」
を
目
的

に
、
松
阪
市
、
明
和
町
（
高
橋
幸

弘
さ
ん
）
、
多
気
町
の
合
計
５
人

の
防
災
指
導
員
が
そ
の
任
務
に
就

い
て
い
ま
す
。

防
災
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
阪
神
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
防

災
意
識
、
防
災
技
術
を
身
に
つ
け

よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
出
前

講
座
の
一
環
と
し
て
公
民
館
や
集

会
所
な
ど
に
出
向
き
、
直
接
住
民

の
皆
さ
ん
に
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
防
災
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
内
容
は
、
火
災
予
防
や
地
震

対
策
、
津
波
対
策
、
風
水
害
対
策

な
ど
消
防
に
関
す
る
事
柄
の
中
か

ら
、
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
じ
て
お

話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
な
た
の
地
区
で
一
度
防
災
教

室
を
計
画
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

※
申
し
込
み
・
詳
し
く
は
、
同
組

合
消
防
本
部
防
災
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
TEL
０
５
９
８
25
１
４
１
５
）
へ
。

ま
た
、
４
月
４
日
〜
11
日
に
松
阪

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
詳
し
い
内
容

を
放
送
し
ま
す
。

暁
幼
稚
園
で

交
通
安
全
教
室

暁
幼
稚
園
で
３
月
３
日
、
交
通

安
全
協
会
の
交
通
安
全
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
６
人
を
講
師
に
迎
え
、
幼
児

28
人
と
そ
の
保
護
者
た
ち
が
参
加

し
て
、
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
体
験
を
通
し
て

子
ど
も
た
ち
が
交
通
ル
ー
ル
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
４

月
か
ら
小
学
生
に
な
る
幼
児
た
ち

が
登
下
校
時
に
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
と
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
日
は
、
自
転
車
の
乗
り
方

や
道
路
標
識
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
説
明
、
交
通
安
全
の
ビ
デ
オ

の
上
映
、
園
庭
に
造
ら
れ
た
模
擬

交
差
点
を
渡
る
体
験
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
模
擬
交
差
点
を
渡
る

体
験
で
は
、
保
護
者
と
手
を
つ
な

い
だ
幼
児
た
ち
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
渡
り
方
を
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、
上
手
に
交
差
点
を
渡
っ
て
い

ま
し
た
。

シリーズ『自分の身は自分で守ろう！』

明和交番が新設されました
４月１日から町内の５駐在所（斎宮、明星、上

御糸、下御糸、大淀）を廃止し、24時間体制の明

和交番が役場東側に新設されました。

建物は鉄骨造２階建て（129.15平方㍍）で、来

訪者のプライバシーに配慮した相談室や車いすで

も利用できる多目的トイレなど、皆さんに優しい

バリアフリーの施設となっています。

また、警察官不在時の対策として、

テレビ電話が設置されていて、松阪

警察署が応答します。犯罪や防犯に

ついて不安なことがあれば、いつで

もお訪ねください。

※詳しくは、明和交番（TEL52-2881）へ。
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４
月
20
日
か
ら
畜
犬
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

平成17年度の畜犬登録と狂犬病の予防注射を、上

表の日程で行います。獣医さんで注射を受けている

場合を除いて、必ず受けてください。

畜犬登録は、平成７年度から犬の一生涯で１回と

なっています。まだ、登録をされていない犬だけ、

登録してください。

■対象 生後３カ月（91日）以上の犬

■持ち物 畜犬登録料＝3,000円（未登録の人だけ）、

予防注射料＝3,200円、問診はがき（登録をされ

ている人だけ）。なるべくお釣りのいらないよう

にお願いします

※詳しくは、環境課（TEL52-7117）へ。

●今もこのような、飼い主のマナーに関する
苦情が寄せられています。

○犬のふんの後始末をしない

○犬を放し飼いにする

○鎖をはずして、犬を散歩させる

○犬や猫が公園・他人の土地・作物などを荒らす

○猫が他人の自動車の上に乗る

周囲の人に迷惑を掛けることなく、楽しく快適に

ペットと暮らすためにも、マナーを守りましょう。

※飼えなくなった犬・猫の相談は、松阪保健所

（TEL0598-50-0529）へ。

※飼えなくなった犬の引き取りは行いません。 

畜犬登録と狂犬病の予防注射日程表 

４月20日(水)

21日(木)

22日(金)

ふれあい会館 10:00～11:30

みいと会館 13:00～14:30

明星会館 10:00～11:30

さくら会館 13:00～14:00

大淀会館 10:00～11:30

金剛ケ丘中央公園 13:00～14:00

14:30～16:00 牛葉公民館 

日 時間 場所 

専
業
主
婦
た
ち
が

人
命
救
助
訓
練

明
和
消
防
署
で
２
月
24
日
、
子

ど
も
や
親
の
緊
急
時
に
助
け
ら
れ

る
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
と
、
町

内
外
の
専
業
主
婦
た
ち
10
人
が
人

命
救
助
の
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。

訓
練
で
は
応
急
手
当
や
止
血

法
、
人
工
呼
吸
の
ほ
か
、
初
期
消

火
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
「
い
つ
人
命
救
助
を
行
う
場
面

に
遭
遇
す
る
か
分
か
ら
な
い
。
友

だ
ち
に
も
救
助
方
法
を
知
っ
て
い

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

公共下水道の供用を開始

４月１日から、北野・坂本・クイー

ンヒルズで公共下水道の供用を開始し

ます。供用開始区域は「広報めいわ３

月号」を見てください。

※詳しくは、上下水道課（TEL52-7120）
へ。

５月１日から伊勢広域環境組合清掃工場の
ごみ処分手数料が変わります

可燃ごみは無料域がなくなり有料となります。

粗大・不燃ごみは60㌔以下の場合は無料となりますが、60㌔を

超えた場合は有料となります。

【搬入についての注意事項】
○可燃ごみと粗大・不燃ごみが混載の場合

※できるだけ混載での搬入はさけていただきますようお願いします。

○可燃ごみは明和町の収集をご利用ください。

○清掃工場へ直接持ち込む場合は、可燃ごみ・粗大ごみ・不燃ごみ

を分別して搬入してください。

○資源物は明和町の資源回収をご利用ください。

※詳しくは、環境課（TEL52-7117）へ。

可燃ごみ 

粗大・不燃ごみ 

無料域なし 

60㌔以下無料 

160㌔未満無料 

160㌔未満無料 

新 旧 

手数料(円)

40

420310210100

ごみ量(㌔) 302010

手数料(円)

90

940840730無料 

ごみ量(㌔) 807060㌔以下 

【料金例】 
■可燃ごみ ■粗大・不燃ごみ 

※料金は10㌔毎に100円＋消費税５㌫（10円未満切り捨て）。 
※ごみ重量は清掃工場計量機の指示値とします。 

計量 

計量 

計量 

計量 計量 

粗大・不燃ごみ 
を降ろす 

粗大・不燃ごみ 
を降ろす 

可燃ごみ 
を降ろす 

可燃ごみ 
を降ろす 

（旧） 

（新） 
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がん検診

●とき ４月21日（木）
●ところ　明星会館

●内容・時間　胃がん検診＝午前７

時30分～９時30分、乳がん検診

（マンモグラフィー）＝午前９時

30分～11時・午後１時～２時30

分、子宮がん検診＝午後１時～２

時

●料金・定員 胃がん検診＝1,000

円・50人（30歳以上の人）、乳が

ん検診＝700円・40人（30歳以

上の人）・子宮がん検診＝700

円・80人（20歳以上の人）

※定員になり次第締め切り。胃がん

検診を受ける人は、前日午後９時以

降の飲食はしないでください。胃の

手術をされた人は受けられません。

また、ボタンや金具の付いている下

着などの着用は避けてください。

乳がん検診を受けられる人は、バ

スタオルをお持ちください。授乳中

の人は受けられません。お申し込み

は福祉課へ。

すこやか赤ちゃん教室

●とき・対象者　５月17日（火）＝
平成16年12月～平成17年３月生

まれの人（今までに参加されたこ

とのない人）

●内容　ベビーマッサージや赤ちゃ

んの遊ばせ方、楽しむ育児につい

てなど

●講師　チャイルドボディーセラピ

スト　中村幸美さん（助産師）

●ところ 福祉センター

●受付時間 午前９時50分までに

（11時30分終了予定）

●持ち物 母子健康手帳・バスタオ

ル１枚（必要な人はお茶・果汁・

ミルクなど）

●申し込み　定員15人になり次第締

め切り。５月13日（金）までに
福祉課健康推進係へ

６
月
４
・
５
の
両
日
に
開
催
さ

れ
る
第
23
回
斎
王
ま
つ
り
の
配
役

選
考
会
が
３
月
13
日
、
い
つ
き
の

み
や
歴
史
体
験
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。約

45
人
の
応
募
者
の
中
か
ら
斎

王
役
に
選
ば
れ
た
の
は
、
大
淀
の

田
端
乃
里
子
さ
ん
。
ま
た
、
今
年

も
斎
王
群
行
に
加
わ
る
子
ど
も
斎

王
に
は
、
町
内
の
尾
上
詩
織
さ
ん

（
斎
宮
小
６
年
）
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

配
役
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

斎
王

田
端
乃
里
子
（
明
和
町
）

子
ど
も
斎
王
　
尾
上
詩
織
（
斎
宮

小
）

女
別
当

山
野
夏
紀
（
久
居
市
）

内
侍

西
尾
未
来
子
（
明
和

町
）
・
萩
原
佑
紀
（
安
濃
町
）
・

伊
田
知
世
（
奈
良
県
）
・
小
林
由

果
（
玉
城
町
）

命
婦

宮
西
　
瞳
（
安
濃
町
）
・

清
水
美
希
（
京
都
市
）
・
薗
田
真

由
美
（
明
和
町
）
・
成
瀬
　
彩

（
鳥
羽
市
）

采
女
　
角
田
仁
美
（
伊
勢
市
）
・

角
正
真
朱
美
（
岡
崎
市
）
・
鈴
木

美
和
（
浜
松
市
）

女
孺

前
田
佳
重
（
松
阪
市
）
・

澤
田
瑞
穂
（
伊
賀
市
）
・
川
内
麻

裕
（
い
な
べ
市
）
・
東
条
真
美

（
鈴
鹿
市
）
・
矢
田
　
薫
（
四
日

市
市
）
・
岩
城
由
美
子
（
伊
賀

市
）
・
伊
藤
り
か
（
伊
勢
市
）
・

森
本
み
や
こ
（
度
会
町
）
・
黒
川

有
紀
子
（
名
古
屋
市
）
・
中
村
茉

知
佳
（
四
日
市
市
）
・
鈴
木
晃
子

（
伊
勢
市
）
・
高
山
聖
子
（
明
和

町
）

舞
人

ジ
ェ
イ
ド
・
カ
ー
ソ
ン

（
国
際
交
流
員
）
・
ヘ
レ
ン
・
ビ

ン
セ
ン
ト
（
国
際
交
流
員
）
・
カ

ル
タ
ヘ
ー
ナ
・
キ
ャ
サ
リ
ン
（
宮

川
村
）
・
北
出
理
華
（
明
和

中
）
・
有
田
瑞
季
（
明
和
中
）
・

浅
尾
真
保
（
明
和
中
）
・
伊
藤
香

奈
（
四
日
市
市
）

近
衛
使

中
村
好
富
（
明
和
町
）

検
非
違
使

川
北
雅
朗
（
津

市
）
・
澄
野
久
生
（
明
和
町
）
・

須
賀
真
司
（
明
和
町
）
・
小
倉
斎

信
（
明
和
町
）
・
小
林
順
一
（
明

和
町
）

随
身

磯
田
　
真
（
名
張
市
）
・

中
村
　
篤
（
四
日
市
市
）

陪
従

中
西
　
功
（
玉
城
町
）
・

高
橋
重
行
（
御
薗
村
）
・
大
友
正

明
（
明
和
町
）

風
流
傘

藤
田
陽
介
（
京
都

市
）
・
岡
森
義
貴
（
名
張
市
）
・

大
谷
　
厳
（
一
志
町
）
・
小
原

毅
（
名
張
市
）

與
丁

佐
藤
光
義
（
御
薗
村
）
・

鳥
山
光
一
郎
（
小
俣
町
）
・
鈴
木

直
孝
（
四
日
市
市
）
・
田
中
　
明

（
三
雲
町
）

舞
人

ナ
ッ
プ
・
テ
ィ
モ
シ
ー

（
宮
川
村
）
・
デ
ィ
ビ
ッ
ド
・
カ

ー
ル
（
国
際
交
流
員
）
・
ゴ
ー
ド

ン
・
オ
ー
ル
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
（
国

際
交
流
員
）

今今
年年
のの
斎斎
王王
まま
つつ
りり
のの
配配
役役
がが
決決
定定

斎斎
王王
にに

町町
内内
のの
田田
端端
乃乃
里里
子子
ささ
んん

左
か
ら
尾
上
詩
織
さ
ん
・
田
端
乃
里
子
さ

ん
・
前
年
度
斎
王
役
の
大
西
敬
子
さ
ん
。
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ＭＣ（明和チャイルド）くらぶ

●とき・対象児 ４月20日（水）＝
平成14年９月生まれ、５月18日

（水）＝平成14年10月生まれ
●ところ 福祉センター

●受付時間 午前９時30分までに

●持ち物 母子健康手帳・発達調査

票

１歳６カ月児の健康診査

●とき・対象児 ４月８日（金）＝
平成15年９月生まれ、５月13日

（金）＝平成15年10月生まれ
●ところ 福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診査

票

３歳児６カ月の健康診査

●とき・対象児 ４月15日（金）＝
平成13年９月生まれ、５月20日

（金）＝平成13年10月生まれ
●ところ 福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診査

票

育児相談と妊産婦指導

●とき・対象者 ４月６日（水）・
８日（金）・５月11日（水）・13
日（金）＝乳幼児と妊産婦で月齢
は不問

●ところ 福祉センター

●受付時間 午前９時30分～10時

30分

●持ち物 母子健康手帳

●申し込み 相談する人の名前（子

どもの場合は生年月日）・電話番

号を、前日までに福祉課へ

各種検診など
お問い合わせ・詳しくは、

福祉課（TEL52-7115）へ。

 
広報めいわ　広報めいわ　2005年４月号年４月号 広報めいわ　2005年４月号 

４
月
は
新
し
い
歩
み
の
出
発
の
時
期
で
あ
り
ま

す
。入

園
式
や
入
学
式
、
さ
ら
に
入
社
式
な
ど
が
あ

り
、人
そ
れ
ぞ
れ
人
生
の
節
目
の
時
で
あ
り
ま
す
。

私
も
入
園
式
や
入
学
式
に
参
列
す
る
機
会
が
あ

り
ま
す
が
、
希
望
と
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い

る
姿
を
見
る
と
、
そ
の
喜
び
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
な
感
じ
が
し
て
、
私
自
身
も
幸
せ
な
思
い
を
抱

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

社
会
の
状
況
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

地
方
分
権
の
時
代
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
市

町
村
は
体
力
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

明
和
町
は
「
自
立
元
年
」
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
を
適
確
に
把
握
し
な

が
ら
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。福

祉
の
後
退
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

環
境
保
全
も
至
上
命
令
で
す
。
と
り
わ
け
「
安
心

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

新
年
度
か
ら
「
防
災
防
犯
の
係
」
と
「
企
業
対

策
（
誘
致
）
の
係
」
を
新
設
し
て
い
く
考
え
で
あ

り
ま
す
。

「
自
立
元
年
」「
改
革
元
年
」
へ
向
け
て
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

花
冷
え
の
径
を
楽
し
み
登
庁
す
　
　
　
　
　
眞
澄

町長サロン
自
立
元
年
・
改
革
元
年

寝具類などの洗濯乾燥消毒の
お知らせ
町では、介護予防地域支え合い事業の一環として、

要援護高齢者の使用する寝具類などの洗濯および乾

燥消毒サービスを下記のとおり実施します。

■対象者 町内に住所を有するおおむね65歳以上

の単身世帯、もしくは高齢者のみの世帯に属する

人で、老衰、疾病などの理由により、寝具類など

の衛生管理が困難な人

■実施日 年２回（町の指定する日時）

■申込締切日 第１回＝５月２日（月）u第２回＝

11月30日（水）（予定）
■利用料金 １回につき、サービス提供に伴う費用

額の１割（630円程度）

※詳しくは、福祉課（TEL52-7115）へ。

２月16日 
～３月15日 

 今年１月 
からの累計 

昨年同時期 
 との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

負傷者数 

死者数 

物損事故件数 

62件 

18件 

27人 

0人 

44件 

172件 

38件 

61人 

0人 

134件 

＋28件 

ー4件 

＋9人 

ー1人 

＋32件 

■町内の交通事故発生状況（平成17年３月15日現在） 

～やりません　とび出し　手ばなし　二人乗り～ 

 

 

 



日（金）までに総合体育館受付へ
※詳しくは、明和スポーツクラブ（総

合体育館内　TEL52-7130）へ。

■とき ５月14日・28日・６月11

日・25日・７月９日・23日の土曜

日　午前９時～正午

■ところ 担い手センター

■対象 町内の小学４年生～６年生

先着15人、町内の大人先着15人

■講師 前田正二さんほか

■参加費 「平成17年度明和スポー

ツクラブ登録証」を持っている大

人＝1,000円、子ども＝500円・持

っていない大人＝2,500円、子ど

も＝1,000円

■申し込み 参加費を添えて、５月６

日（金）までに総合体育館受付へ
※詳しくは、明和スポーツクラブ（総

合体育館内　TEL52-7130）へ。

児童センターでは、就園前の幼児を

対象に幼児教室を開催します。

■内容・とき Ａ＝第１・第３金曜日

の午前10時～正午uＢ＝第２・第

３金曜日の午前10時～正午

■対象 就園前の幼児

■募集人数 各12人

■申し込み ４月14日（木）から電
話で先着順に受け付け（定員になり

次第締め切り）

※詳しくは、児童センター（TEL52-
2519）へ。

児童センターでは、次のとおり受講

生を募集します。

■内容・とき u図画教室＝第２・第

４土曜日の午後１時30分～３時u

編物教室＝第２・第４水曜日の午後

２時30分～４時

■対象 小学校１～６年生

■募集人数 各20人

■参加費　１回100円（材料費は各自

負担）

■申し込み　４月14日（木）から電
話で先着順に受け付け（定員になり

次第締め切り）

※詳しくは、児童センター（TEL52-
2519）へ。

４月18日は「発明の日」。この日を

含む一週間は「科学技術週間」です。

三重県科学技術振興センターでは研究

部の施設を皆さんに公開し、科学実験

などの体験教室を開催します。研究の

現場を肌で感じ、いろんな体験をして、

みんなで科学を楽しみましょう！

【畜産研究部】

■とき・内容 施設公開＝４月18日

（月）～24日（日） 午前10時～午

後４時u科学体験教室＝４月23日

（土）～24日（日） 午前10時～午

後４時

■ところ 同センター畜産研究部（松

阪市嬉野町1444-1）

※詳しくは、同センター畜産研究部

（TEL0598-42-2197）へ。
【農業研究部】

■とき・内容 施設公開＝４月18日

（月）～22日（金） 午前10時～午

後４時

■ところ 同センター農業研究部（松

阪市嬉野川北町530）

※詳しくは、同センター農業研究部

（TEL0598-42-6357）へ。
【共通】

■対象 どなたでも参加できます

■参加費・申し込み 不要

※詳しくは、同センター総合研究企画

部（TEL0593-29-3620・ＵＲＬ＝

http://www.mpstpc.pref.mie.jp/）へ。

このほど、近鉄斎宮駅北側を中心と

する国史跡斎宮跡地内に、万葉にゆか

りのある草花を咲かせることを目的と

するボランティア団体「（仮称）斎宮

跡に万葉の花を咲かせる会」が立ち上

げられることになりました。

つきましては、その目的に賛同し、

ボランティア活動をしていただける人

を募集しています。

※申し込み・問い合わせは、須賀恒彦

さん（TEL52-0187）または（財）国
史跡斎宮跡保存協会（いつきのみや歴

史体験館内・TEL52-3890）へ。

「斎宮跡に万葉の花を咲
かせる会」が会員募集

「施設公開・科学体験
教室」を開催

児童センターが図画教
室などの受講生を募集

就園前幼児教室の受講
生を募集

子どもと大人のカローリ
ング教室の参加者を募集
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スポーツ結果

◇ミックスバトミントン大会（２月

６日・総合体育館・参加63チーム

126人）（敬称略）

４の部＝②山中茂幹・辻　範子③櫛

谷国夫・佐藤あけみ

◇町民バレーボール大会（２月12

日・総合体育館・参加６チーム）

第１部＝①つかさクラブ②エコーズ

u第２部＝①三重新生電子②明和SG

◇明和町インドアソフトテニス大会

（２月13日・総合体育館・参加27チ

ーム34人）（敬称略）

①須賀透雄・橋本勇紀

◇火災予防啓発ソフトバレーボール

大会（３月６日・総合体育館・参加

16チーム）

Aブロック＝①ハーバルuBブロッ

ク＝①ひまわりBuCブロック＝①ネ

イバーズuDブロック＝①YO－KI



中央公民館では、町民の皆さんの生

涯学習の場として、いろいろな講座を

開設します。ぜひ、ご参加ください。

■受講資格 町内在住者、在勤者（平

成11年度から３年間、同一講座を

受講した人は、その講座の受講はご

遠慮ください）

■受付期間 ４月６日（水）～15日
（金）
■開設講座数 39講座（その内１講

座は小・中学生対象）

■受講料 無料（ただし、材料費など

は自己負担）

■申し込み方法 各世帯に配布済みの

講座募集案内チラシをご覧くださ

い。同好会会員も募集中

※詳しくは、中央公民館（TEL52-
7132）へ。

松阪市および松阪地区歯科医師会が

中心となって、「歯の健康まつり2005」

を開催します。この中で、「親と子の

よい歯のコンクール」を行っておりま

す。該当される人はぜひご応募くださ

い。

■とき ６月５日（日） 午後零時

30分～３時30分

■ところ 松阪市子ども支援研究セン

ター（松阪市川井町・文化会館横）

■応募資格 平成16年４月１日～平

成17年３月31日に３歳児健診を受

診された人で、健康でよい歯をお持

ちの親子

■申し込み ４月22日（ 金 ）まで
（土曜・日曜を除く）の午前10時～

午後５時に、松阪市歯科センター

（TEL0598-26-4791）へ
※詳しくは、松阪市健康推進課

（TEL0598-26-1364）へ。

■とき ５月10日・17日・24日・31

日・６月７日の火曜日　午前10時

～11時30分

■ところ 総合体育館柔剣道場

■対象 町内の70歳以上の男女（先

着30人）

■講師 海瀬裕子さん

■参加費 「平成17年度明和スポー

ツクラブ登録証」を持っている人＝

200円・持っていない人＝1,000円

■申し込み 参加費を添えて、４月

27日（水）までに総合体育館受付
へ

※詳しくは、明和スポーツクラブ（総

合体育館内　TEL52-7130）へ。

■とき ５月７日・21日・28日・６

月11日・25日の土曜日　午前９時

～正午

■ところ 総合体育館アリーナ

■対象 町内の小学１年生～６年生の

男女

■講師 正高　勇さん

■参加費 「平成17年度明和スポー

ツクラブ登録証」を持っている人＝

500円・持っていない人＝1,000円

■申し込み 参加費を添えて、４月

25日（月）までに総合体育館受付
へ

※詳しくは、明和スポーツクラブ（総

合体育館内　TEL52-7130）へ。

■とき ５月21日・22日・28日・29

日・６月11日・12日　午前９時～

11時

■ところ 総合体育館剣道場

■対象 町内の小学５・６年生、中学

生　先着10人

■講師 高木春男さん

■参加費 「平成17年度明和スポー

ツクラブ登録証」を持っている人＝

500円・持っていない人＝1,000円

■申し込み 参加費を添えて、５月

15日（日）までに総合体育館受付
へ

※詳しくは、明和スポーツクラブ（総

合体育館内　TEL52-7130）へ。

■とき ５月14日・28日・６月11

日・25日・７月９日の土曜日　午

前９時～11時

■ところ 下御糸小学校体育館

■対象 下御糸小学校３年生～６年生

の女子

■講師 竹内正代さんほか

■参加費 「平成17年度明和スポー

ツクラブ登録証」を持っている人＝

500円・持っていない人＝1,000円

■申し込み 参加費を添えて、５月６

下御糸スポーツスクー
ルの参加者を募集

卓球スクールの参加者
を募集

ドッジボール教室の
参加者を募集

70歳からの健康体操
教室の参加者を募集

「親と子のよい歯のコン
クール」の参加者を募集

新年度の公民館講座生
を募集

1515

納税は忘れず！
今月は下記のとおりです

●固定資産税・１期

●軽自動車税・×

●国民健康保険税・１期

●介護保険料・１期
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【明和町ホームページ】
http://www.town.meiwa.mie.jp

行
財
政
改
革
に
伴
い
「
広
報
め
い
わ
」
の
ペ
ー
ジ

が
大
幅
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
ま
で
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、
シ
リ
ー
ズ
も
の
が
消
え
て
い
く
こ
と
が
残
念
で

な
ら
な
い
。
も
っ
と
多
く
の
こ
と
を
掲
載
し
て
い
き

た
い
の
だ
が
、
そ
れ
が
で
き
な
く
な
っ
た
今
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
情
報
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
提

供
す
る
た
め
に
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

【
広
報
裏
入
口：

出
会
い
】
取
材
は
、
美
し
い
景

色
や
活
気
あ
る
産
業
と
の
出
会
い
、
人
と
の
出
会
い
。

新
春
た
こ
揚
げ
大
会
で
孫
よ
り
速
く
疾
走
す
る
62
歳

の
Ｔ
さ
ん
。
消
防
団
員
ら
が
仮
装
し
て
現
れ
、
衝
撃

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
た
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

in
大
淀
。
わ
た
し
の
写
真
を
何
枚
も
撮
っ
て
く
れ
る

Ｋ
さ
ま
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
出
会
い
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
。

■最大震度別地震回数（平成17年１月） 

震　度 

全　国 

明和町 

７ ６強 ６弱 ５強 ５弱 ４ ３ ２ １ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

0 0 0 1 0 5 6 38 86 136

0 0 0 0 0 0 0 0 00

ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞かせ

を、おはなし小槌の皆さんが、次のとおり行います。

■とき・内容 ４月24日（日） 午後２時～＝絵本

「ぜんべいじいさんのいちご」、紙芝居「よあけのこ

いのぼり」ほか

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【今月の休館日】

４日（ 月 ）・11日（ 月 ）・18日（ 月 ）・25日
（月）・29日（金）
※詳しくはTEL52-7131へ。

４日（月）行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）
11日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）
18日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）
25日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●古代米づくり体験の参加者募集
古代米の「田植え」「稲刈り」にチャレンジできる体

験企画です。収穫された古代米を食べて、古代人の気

分を味わってみませんか。

■とき 田植え＝５月14日（土） 午前10時～正午u

稲刈り＝10月２日（日） 午前10時～正午（２回セ

ットでご参加ください）

■定員 先着40人（小学生以上～一般）

■参加費 500円

■申し込み ４月９日（土）から電話でいつきのみや
歴史体験館（TEL52-3890）へ

今月のお話会・ふるさと会館

今月の心配ごと相談・福祉センター

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

昭和50年に結成され、現在、団員は２年生以上

の児童28人です。練習は土曜・日曜の週２回です。

ソフトボールを通じて、運動だけでなく、礼儀

正しく、心身共に健全に育ってくれることを願っ

て活動しています。

今は「練習に行くのが楽しみ」、将来は「スポ少

をやっていてよかった」と思える活動を目標にし

ています。これから始まるシーズンに向けみんな

で頑張っています。皆さん、応援してくださいね。

下御糸スポーツ少年団

河川名 
項　　　目 備　　考 

ＰＨ ＳＳ ＤＯ 採水日 

祓　川  2月２日 

 2月２日 

 2月２日 

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

大堀川   

笹笛川  

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

12.0

11.0

12.0

1.2

1.6

2.3

1.9

4.3

2.7

7.8

8.2

7.2

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,187人　 

11,190人　 

11,997人　 

7,264世帯 

３月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

22人 

20人 

40人 

19人 

２月中の異動 


